
 で、感染者１人から未感染者約１5
人に感染し（コロナの５倍）、ほぼ全員が発症

 するので、同じ室内にいるだけで感染

 （抗麻しんウイルス薬なし）

 の人は感染しないか、感染しても軽症

 ワクチン未接種患者の

 症状は、高熱・咳鼻水・目の充血⇒赤いヒョウ柄発疹が
顔から全身へ、

 合併症は、 等
麻しんの詳細は、JIHS（国立健康危機管理研究機構）の感染症情報提供サイトへ
https://id-info.jihs.go.jp/diseases/ma/measles/010/measles.html



https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/2026/meas26-15.pdf　より

• 2019年の大きな流行後、コロ
ナ禍中は患者数が少なかった
が2025年春から増加中

• 2026年は25年より、立ち上
がりが早く、増加も急速で、３
か月半で昨年1年間の報告数
265人を超えた

• ３月下旬から毎週30
例以上の患者が発生

• 国外での感染は30例
（約10%）のみで、うち
インドネシアが13例

(2026年は4月12日まで) (2025年12月29日～26年4月12日)



• 関東越は、全体の約7割
を占めている（特に東京
都が全体の約３分の１）

• 静岡県は、第１５週まで
の時点では１人のみ

• 20歳代が約3割で最多、次い
で10歳代と30歳代が約２割

• ワクチン接種不明 ＋ 接種なし 
の人が183人（約6割）

関東越
211例（71%）

関西
17例（7%）

20歳代
92例（31%）

(2025年12月29日～26年4月12日)(2025年12月29日～26年4月12日)

40歳代
40例（13%）

30歳代
63例（21%）

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/2026/meas26-15.pdf　より

10歳代
62例（21%）



 １歳の誕生日がきたら、麻しん風しん混合（Ｍ
Ｒ）ワクチンをすぐにうつ！（それまでは関東で
多くの人が集まる場所には行かない方が望ましい）

 5歳（年長さんの学年）でのMRワクチン2期
の接種率が下がっており、忘れずにうつ！

 麻しん未感染の50歳代半ば以下の人は、母子
手帳で自分の麻しんワクチン接種回数を確認
し、０回と１回の人は接種（自費）の検討を！


